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2022-23年度ライオン誌日本語版委員会 
第3回会議　報告書

日　時：2022年9月12日（月）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ  ウェブ会議システム・Zoom

出席者：国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　）

国際理事 長澤千鶴子（千葉県･柏なの花ライオンズクラ
ブ　） 

委員長 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　）

編集長 飯田 重光（334複合地区／長野みすずライオンズクラ
ブ　） 

委員 金子 義人（330複合地区／さいたま南ロイヤル ライオンズクラ
ブ　）

委員 本所 光男（331複合地区／北海道･室蘭東ライオンズクラ
ブ　）

委員 藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　）

委員 堀口 清隆（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

委員 冨永 健司（337複合地区／大分県･中津ライオンズクラ
ブ　） 

一般社団法人副理事長    古川 　隆（福岡博多みらいライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 
　　　　ウェブマガジン専門部会  荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ

ブ　） 
ITアドバイザー 

欠席者：委員 矢内 久男（333複合地区／群馬県･高崎和田ライオンズクラ
ブ　）

一般社団法人常務理事 池原 　堅（336複合地区議長／広島県･福山久松ライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング副委員長 

◉ 

　玉浦委員長の開会あいさつに続き、藏、永田、長澤各国際理事からあいさつがあり、出席
者紹介の後、玉浦委員長と飯田編集長の進行で議事に入った。 

【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2022年7月ライオン誌関係会計報告
社団の2022-23年度正味財産増減計算書（2022年7月1日～7月31日）を資料と
し、ライオン誌関連科目を確認した。この時点では国際協会補助金等の今年
度収入は未入。ライオン誌印刷版はまだ発行していないので、直接出版費は
前年度発行分の送料24,858円（予算消化率0.1%）のみ。毎月発行のデジタル版
関連費は、7月に573,378円（同6.3%）が発生した。全体として、予算に沿って
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運営されていることを確認した。 
●国際理事との懇談会報告
玉浦委員長から、9月1日にライオン誌に関する国際理事とのオンライン懇談会

を開催し、前年度から懸案となっていたライオン誌の編集・発行の課題につい
て、現状報告と話し合いを行ったことが報告された。懇談会には国際理事3人に
ご参加いただき、玉浦委員長の他に団英男前委員長、稲岡敬弘元編集長が参加。
懇談会での話し合いを踏まえた今後の対応については、改めて委員会に諮って検
討するとの説明があった。 

2. ウェブマガジン関係
●2022年9月号（9月1日更新）出来
9月号の出来を確認した。

●2022年10月号（10月1日更新）更新予定（案） 
10月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容が提出され、確
認した。 
●2022年11月号（11月1日更新）更新予定（案） 
11月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容が提出され、確
認した。 
●2022年12月号（12月1日更新）更新予定（案） 
12月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容が提出され、確
認した。12月には「ニュース」に、第8回SO日本夏季ナショナルゲーム・広
島（11月4～6日）の取材記事を掲載する。 
　一般財団法人日本ライオンズから取材依頼のあった、財団が主催する第1
回全国特別支援学校フットサル大会（11月4～5日･札幌市）の取り扱いにつ
いて検討。SON広島大会と同じ日程で開かれることから、SON広島大会に
は取材担当職員を派遣し、フットサル大会には「奉仕活動」取材を委託して
いる外部のライターとカメラマンを派遣することにした。取材依頼時の申し
入れ通り、交通費・宿泊費は財団側に負担してもらい、原稿料・撮影料はラ
イオン誌で負担する。 
●「奉仕活動」取材対象候補
今年度初めに実施した「クラブ･アンケート」などから選び出した、2022
年12月号～23年2月号の「奉仕活動」取材対象候補のリストを確認した。他
にも取材に適したアクティビティがないか、各委員が複合地区内のクラブの
情報を収集して持ち寄ることにした。
●ウェブマガジン専門部会報告
専門部会で検討を進めているウェブマガジン・リニューアルの進捗状況と
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具体案について、荘ITアドバイザーから報告を受けた。リニューアルは継
続性などの観点から現在のウェブマガジン構築を担当した共同印刷に発注す
ること、過去4回の専門部会でまとめた案を共同印刷担当者に示し、専門的
な知見から助言を受けて修正を加えたことが説明された。資料として提出さ
れた修正後のリニューアル案を確認し、この案に沿って進めることを了承し
た。 

3. 印刷版関係
●2022年9･10月号（8月20日発行／82,300部）出来
9･10月号の出来を確認した。P25に掲載した記事で一般社団法人日本ライ
オンズ理事長の所属複合地区に誤りがあったことについて、飯田編集長から
以後は十分に注意して編集作業に当たりたいとの発言があった。 

●2022年11･12月号（10月20日発行）台割（案） 
基本36ページの台割を確認した。「国際理事だより：藏国際理事」、「編
集室：飯田編集長」。「国際理事会決議事項要約（カナダ･モントリオー
ル）」を掲載する。 
●2023年1月下旬発行号台割（案） 
印刷版年4回発行となって最初の号となる1月下旬発行号の台割を確認。以
後の各号の呼び方、ページ数、発行日を協議した。各号の呼び方は、季節感
を重んじる日本人にとってなじみやすい春号／夏号／秋号／冬号とする。ペ
ージ数は現在基本としている36ページに、必要に応じて4ページまたは8ペー
ジを増やす。発行日は編集作業上の都合から現在の20日から5日後ろにずら
して25日とする。今年度中の発行号と発行日は次の通り。 

●2023年冬号：1月25日発行

●2023年春号：4月25日発行

　また、ウェブマガジン取材記事を流用する「奉仕活動」については、現行
通り過去3回分を流用した場合、各号に取材記事9本を掲載することになり、
全体のバランスとして多すぎるため、ウェブマガジンの各月の「奉仕活動」
取材は2本とし、減少分の資源は他の取材や記事の充実に振り向ける。 

　今年度の冬号・春号の「編集室」執筆割り当てについて、前回委員会で決
定した1ページに3人ずつ執筆する場合のレイアウト見本を確認し、検討し
た。1ページを3分轄するレイアウトは見にくいので2人までにすべきとの意見
も出たが、年度内に全委員に担当が回るのが望ましいとの意見や、1人当たり
400字程度と文字数も十分であるとの意見が多く、3人ずつの担当とすること
を決定した。 
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4. 主要記事予定

●2022-23年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。

●2022年6～8月取材経費
6～8月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認し

た。 

●2022年10、11月取材経費概算
10、11月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。

5. その他

●2022年クラブ・アンケート
7～8月にかけて全クラブを対象に実施した「2022年クラブ･アンケート」
（回答率54.3%）のうち、会員動静に関する項目の集計結果を確認した。集
計は印刷版11・12月号に掲載する。アンケート回答のうち、会員増強と奉仕
活動に関する記述式回答については、配布されたデータ・ファイルを委員各
自で確認する。 

●2023年以降発送事務費（個人発送分）
2023年からライオン誌の年間発行回数が6回から4回になるのに伴い、個人
発送の代行業者から1冊当たりのフィルムラッピング代が現行の12円から16
円となる見積書が提出された。発注数の減少と、原料価格の値上がりによる
単価の値上がりであり、これを承認した。発行回数2回減少と、単価4円増加
によって、年間の個人発送経費は45万円程度の減少となる見込み。 

閉会あいさつ　玉浦委員長 

【次回開催予定】 
        10月14日（金）14:00～16:00（ウェブ） 
        11月  9日（水）13:30～16:00予定（集合／日本ライオンズ事務所） 
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2022-23年度ライオン誌日本語版委員会 
第4回会議 報告書

日　時：2022年10月14日（金）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ  ウェブ会議システム・Zoom

出席者：委員長 玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　）

編集長 飯田 重光（334複合地区／長野みすずライオンズクラ
ブ　） 

委員 金子 義人（330複合地区／さいたま南ロイヤル ライオンズクラ
ブ　）

委員 本所 光男（331複合地区／北海道･室蘭東ライオンズクラ
ブ　）

委員 藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　）

委員 堀口 清隆（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

委員 冨永 健司（337複合地区／大分県･中津ライオンズクラ
ブ　） 

一般社団法人副理事長    古川 　隆（福岡博多みらいライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング委員長 

一般社団法人常務理事 増澤 義治（334複合地区議長／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング副委員長 

　　　　ウェブマガジン専門部会  荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

ITアドバイザー 

＊議案２のみ出席 

　　　　ウェブマガジン専門部会  団 　英男（兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

部会長 

欠席者：国際理事 藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　）

国際理事 永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　）

国際理事 長澤千鶴子（千葉県･柏なの花ライオンズクラ
ブ　）

委員 矢内 久男（333複合地区／群馬県･高崎和田ライオンズクラ
ブ　）

◉ 

　玉浦委員長の開会あいさつに続いて出席者の確認と紹介を行った。審議に入る前に、玉浦
委員長が8月9日開催の一般社団法人日本ライオンズ第1回定時社員総会において、社団設立前
にライオン誌日本語版委員会が保有していた剰余金・積立金の現状に関する書面回答を要望
した件について、玉浦委員長から報告があった。去る10月11日に社団の古川副理事長から玉
浦委員長に対し、書面回答が出来ないこと、11月22日の社団理事会で玉浦委員長から説明を
受けた上で検討したいことが伝えられたと報告を受けた。 

　あいさつ及び報告の後、玉浦委員長と飯田編集長の進行で議事に入った。 
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【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2022年7～8月ライオン誌関係会計報告
社団の2022-23年度正味財産増減計算書（2022年7月1日～8月31日）を資料と
し、ライオン誌関連科目を確認した。この時点では、国際協会補助金等の今
年度収入は未入。8月にはライオン誌印刷版の発行があり、直接出版費は
7,556,453円（予算消化率17.2%）。デジタル版関連費は毎月発行のウェブマガ
ジン2回発行完了時点で1,331,022円（同14.6%）。予算に沿って運営されている
ことを確認した。 

2. ウェブマガジン関係
●2022年10月号（10月1日更新）出来
10月号の出来を確認した。

●2022年11月号～23年2月号更新予定（案） 
各号の主要コンテンツについて、活動概要と記事の内容が提出され、確認
した。リニューアル第1号となる23年1月号からは「国際会長メッセージ」を
始め、これまで印刷版のみに掲載していた記事も追加する。 

　前回委員会で検討した一般財団法人日本ライオンズからの第1回全国特別
支援学校フットサル大会（11月4～5日･札幌市）取材依頼について、外部の
取材スタッフ2人を派遣する委員会の決定を伝えたところ、財団側で手配す
る記者及びカメラマンによる原稿と写真の掲載を希望する旨の回答があっ
た。ライオン誌からは取材スタッフを派遣せず、財団から提供される原稿と
写真で記事を作成し掲載する。 
●「奉仕活動」取材対象候補
今年度初めに実施した「クラブ･アンケート」などから選び出した、2023
年1月号～3月号の「奉仕活動」取材対象候補のリストを確認した。1、2月号
については既に取材対象の各2件を選定済みだが、何らかの理由で活動の中
止や延期があった場合は候補の中から代替を探す。
●ウェブマガジン専門部会報告
ウェブマガジン・リニューアルの検討を進めている専門部会から、リニュ
ーアル費用の見積とトップページのデザイン案が提示され、2021-22年度委
員長を務めていた団部会長から、以下の通り専門部会の報告とこれまでの経
緯を含めた説明があった。 
・前回委員会で承認されたリニューアル案を共同印刷に提示した結果、制
作費として2,128,500円の見積が提出された。今年度予算に計上されてい
るリニューアル費用は150万円で、これを628,500円の超過している。

・昨年度委員会では2022-23度のライオン誌発行にかかる予算として、印
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刷版年6回発行、ウェブマガジン年12回発行の費用に加え、ウェブマガ
ジンのリニューアル費用を含む予算を社団に要求し、それらの費用が今
年度予算に盛り込まれた。しかしその後、2023年からの印刷版発行回数
が年4回に決まったことを受け、ウェブマガジンの更なる内容充実と利
便性向上をリニューアル案に盛り込んだ。専門部会としては提出した見
積は必要な経費と判断した。 

　団委員長の報告を受け、リニューアル制作費見積とデザイン案について協
議した。飯田編集長からは、仮に予算内に収めるため一部を見合わせて後か
ら追加の改修をすることになれば、より多くの費用がかかることは明らかで
あり、今回のリニューアルでしっかりと良いものを作るべきではないか、と
の指摘があった。また玉浦委員長からは、今回のリニューアルは印刷版発行
回数の減少を補う意味合いもあり、印刷版2回の削減で浮いた費用からリニ
ューアル予算超過分を補うことにより、今年度ライオン誌発行予算内で賄う
ことが出来る、との見解を述べた。 
　協議の後、リニューアル費用見積とデザイン案を全会一致で承認した。 

　また、リニューアルに合わせて『ライオンズ必携』をウェブマガジンで閲
覧出来るようにしたいので、データを提供してほしいとの依頼を、発行元で
ある社団の古川委員長に伝えた。古川委員長から執行理事会で検討する、と
の回答があった。 

3. 印刷版関係
●2022年11･12月号（10月20日発行）台割 
11･12月号は台割に従って編集作業を行い、委員による校正紙確認の後に
入稿して印刷の工程に進んでいる。この号の取材費・制作費を確認した。 

●2023年以降印刷費
前回委員会で、2023年以降は現在と同じ36ページに必要に応じて4ページ
または8ページを増やすと決定したことから、36ページ建て、40ページ建
て、44ページ建ての印刷費見積を確認した。印刷費単価は現在と変更なし。 
●2023年冬号台割（案） 
年4回発行となって最初の号となる冬号の台割案として、36ページ建てと
40ページ建ての2案を検討した。この号には済州フォーラムやSON夏季ナシ
ョナルゲーム・広島大会などの記事掲載を予定しており、国際協会指定記事
である国際理事会（10月）決議事項要録の配信も予想されることから、40ペ
ージ建て台割の採用を決定した。「国際理事だより：永田国際理事」、「編
集室：金子委員、本所委員、藤谷委員」。済州フォーラムについては、フォ
ーラムに参加する委員による写真と情報を元に記事をまとめる。 
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4. 主要記事予定

●2022-23年度主要記事予定
今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。

●2022年8～9月取材経費
8～9月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認し

た。 

●2022年11月取材経費概算
11月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。

5. その他

●編集業務用パソコン購入
　　ライオン誌担当職員3人が使用しているパソコン3台が買い換え時期を迎
えたため、業務に必要な仕様と4社の見積が提出され確認した。これについ
て事務局から、現在は事務業務に必要な仕様のパソコン1人各1台を使用し、
その他に職員2人が担当する動画編集用のパソコン1台を共同で使用している
こと、新たに購入するパソコン3台のうち2台を動画編集に必要な仕様の機器
とし残る1台を一般事務に支障のない程度の機器とすれば、今後は動画編集
専用パソコンの買い替えが不要となること、社団の今年度予算ではパソコン
3台購入のために45万円の予算が組まれていることの説明があった。委員会
としては、ライオン誌発行業務には提出された仕様のパソコンが必要である
と認め、必要な仕様を満たし、4社のうち最も安価なデル･テクノロジーズで
購入するのが妥当と判断した。 

●印刷版発行回数の変更に伴う広告料金の確認
2023年から印刷版の年間発行回数が6回から4回になるのに伴い、広告料金
表と年間契約の割引価格表を確認した。近年は広告の申し込みが少なく現在
は年間に1社のみとなっている。また、社団設立を機に会計処理上の問題で
会員以外からの広告申し込みは受け付けていない状況にある。これについ
て、広告料金を値下げして会員が出稿しやすい価格設定にしてはどうかとの
意見も出たが、現在のページ編成で複数の広告出稿に対応することは難しい
ことから、広告料金は変更しないこととした。年間契約の割引は、4回目割
引率が10％になるように一部変更することを決めた。 

閉会あいさつ　玉浦委員長 

【次回開催予定】 
        11月  9日（水）14:00～16:30（集合／日本ライオンズ事務所）＊終了後、懇親会 
        12月14日（水）14:00～16:00（ウェブ）
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